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令
和
４
年
第
６
回
議
会
定
例
会
は
、９
月
１４
日
か
ら
２１
日
ま
で
の
８
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
定
例
会
は
、報
告
１
件
、条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
の
ほ
か
、令

和
３
年
度
会
計
の
決
算
認
定
、人
事
案
件
な
ど
２４
議
案
と
、議
員
発
議
に
よ

る
意
見
書
の
提
出
１
件
が
審
議
さ
れ
た
。ま
た
、一
般
質
問
で
は
５
名
の
議

員
が
登
壇
し
、様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
、村
政
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、全
て
原
案
ど
お
り
可
決・同
意
し
ま
し
た
。

9月定例会の
あらまし 令和3年度

決算

黒
字
決
算
を
認
定

健全化判断比率 良 好 な 状 態

主な事業（一般会計）

会計別決算状況
一　般　会　計
会  計  別 歳　　入 歳　　出 採決の結果

37億４９１０万円
4億1195万円
5275万円

１億5263万円
１０５8万円
3463万円

４億6512万円
9388万円
3750万円

全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成

合　　　計

事業勘定
直診勘定国保

特
別
会
計

53億1289万円 50億818万円

簡易水道事業
村営バス事業
集落排水事業
介 護 保 険
学校給食センター
後期高齢者医療

39億7867万円
4億1278万円
5981万円

１億5797万円
１１13万円
３608万円

５億2319万円
9565万円
3758万円

監査委員による審査状況
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高齢者総合福祉センター内抗菌対策工事
（令和２年度繰越分） ２４５万円

鮫川歯科診療所運営事業補助金 ３００万円

村道橋梁点検業務 １１５７万円

高齢者総合福祉センター備品購入
（抗菌テーブル・空気清浄機）
（令和２年度繰越分）  ６３万円

地域活性化起業人
負担金 ２８０万円

地域げんき商品券
発行事業 ３２４３万円 ドライブインシアター

実施委託業務 ３４６万円



マイナンバーカード取得促進や
村道維持補修工事の充実

　
「
１
票
の
格
差
」を
是
正
す
る

た
め
、
人
口
比
例
を
重
視
し
て

議
員
定
数
を
配
分
す
る「
ア
ダ

ム
ズ
方
式
」に
よ
り
、
小
選
挙

区
の
１０
増
１０
減
を
含
む
２５
都
道

府
県
１
４
０
選
挙
区
の
新
た
な

区
割
り
案
を
勧
告
。
こ
れ
に
よ

り
、
本
県
は
現
行
の
５
選
挙
区

か
ら
４
選
挙
区
に「
１
減
」さ
れ

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
選
挙

区
で
大
規
模
な
再
編
と
な
る
。

福
島
３
区
だ
っ
た
白
河
市
、
西

白
河
郡（
西
郷
村
を
除
く
）、
東

白
川
郡
に
お
い
て
は
、
会
津
地

方
を
中
心
と
し
た
従
来
の
福
島

４
区
へ
と
統
合
さ
れ
、
新
た
に

福
島
３
区
と
な
る
見
直
し
案
が

打
ち
出
さ
れ
た
。

　
見
直
し
に
お
い
て
は
、
経
済

圏
や
生
活
圏
、
広
域
的
な
行
政

圏
の
結
び
つ
き
、
地
域
の
歴
史

的
な
沿
革
や
地
勢
状
況
等
の
事

情
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
関
係

自
治
体
の
意
見
を
十
分
に
尊
重

す
る
こ
と
を
強
く
国
に
求
め
た
。

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
調
査
・
ズ
バ
リ
!!
村
政
を
問
う
！
一
般
質
問
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補正
予算
一般会計

会
計
別
補
正
予
算

主
な
事
業（
一
般
会
計・歳
出
）

一　般　会　計
会  計  別 補正前の予算額 補正後の予算額 採決の結果

32億7655万円
4億2490万円
6222万円
9927万円
1025万円
4679万円

5億3934万円
9569万円
4018万円

全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成

事業勘定
直診勘定国 保

特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業
村 営 バ ス 事 業
集 落 排 水 事 業
介 護 保 険
学校給食センター
後期高齢者医療

30億700万円
4億2192万円
5772万円
9358万円
９７０万円
4517万円

4億7897万円
9392万円
4010万円

　　　　　財政調整基金
　　　　　公有施設整備基金
　　　　　教育施設整備基金
マイナンバーカード申請受付支援業務
投票所入口用スロープ購入事業（青生野村民体育館）
朝日山登山道整備事業
村道維持補修工事（官代内ヶ竜線他９路線）
道路改良等設計業務（菅ノ目地内河川護岸工事）
道路等改良工事（戸草地内河川護岸工事）
公民館2階トイレ洋式化改修工事
体育施設指定管理料

１億７３８万円
３０１３万円
5000万円
１００万円
５３万円
１１０万円
１０００万円
２２０万円
384万円
１３５万円
９５万円

積 立 金

村
道
路
線
認
定

議
員
発
議

佐
藤 

文
夫

（
赤
坂
西
野・火
打
石
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

人
　
事【

再
任
】

令
和
５
年
１
月
１
日
〜

令
和
７
年
１２
月
３１
日

◆ 

任
期

菊
地 

吉
雄

（
渡
瀬
・
下
）

【
再
任
】

令
和
４
年
11
月
１
日
〜

令
和
８
年
10
月
３１
日

◆ 

任
期

国
に
意
見
書
提
出

　
衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
に
お

け
る
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

区
割
り
の
改
定

　
国
道
２
８
９
号
バ
イ
パ
ス
工

事
に
よ
り
、
県
の
管
理
か
ら
外

れ
る
区
間
の
移
管
を
受
け
村
道

と
し
て
認
定
。

■
関
下
大
犬
平
線

起
点  

渡
瀬
字
関
下
１
２
５

終
点  

青
生
野
字
大
犬
平
２
９
９



！
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議 案
調 査

現地調査で
事業実績などを検証！

鹿角平観光牧場 排水路整備工事 酒垂消防車庫 新築工事

村民保養施設 薪ボイラー更新工事 防災ヘリ 離着陸場整備工事

鮫川小学校 校舎屋根塗装工事 鮫川中学校 校舎3階廊下 天井修繕工事

令和3年度の事業実績や、今年度の各事業について各常任委員会による
現地調査を実施し、現状を確認しました。



　一般質問は、議員の日常活動を通じて、
住民の声や自身の考え方をもとに、村長、
教育長などの方針を問うものです。鮫川村
議会は、一人あたり９０分の制限時間内で
あれば、質問の回数に制限はありません。

星　  一彌 議長

議事の進行

出 席 議 員

堀川  照夫 議員

前田  雅秀 議員

登壇
5人が

リズバ

村政を問う！
議員

宗田  雅之 議員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
北
條
利
雄
議
員
・
関
根
浩
治
議
員
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P 6

▪
▪
▪

サニタリーボックスの設置
道路施設の管理
行政施策評価

北條  利雄

P 9

遠藤  貴人

▪小中一貫教育

P 7

関根  浩治

▪
▪
農業資材高騰対策
畜産事業支援

P10

前田  武久

▪公共施設の貸与

P 8

▪
▪
鮫川うまいもの祭り
ふくしま駅伝

森　  隆之

関根  英也 議員



黒
字
決
算
を
認
定

　

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が

ん
な
ど
の
増
加
に
伴
い
、男

性
で
尿
も
れ
パ
ッ
ド
を
着

用
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。

公
共
施
設
へ
の
男
性
用
個

室
ト
イ
レ
へ
の
尿
も
れ
パ
ッ

ド
が
捨
て
ら
れ
る
ご
み
箱
、

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス（
別

名
・
ト
イ
レ
ポ
ッ
ト
）を
男

性
用
個
室
に
も
設
置
し
て

い
く
べ
き
。施
設
の
実
情
に

応
じ
、個
室
の
う
ち
少
な

く
と
も
１
か
所
は
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、

表
示
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。設
置
は
、施
設

側
に
と
っ
て
も
衛
生
管
理

の
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。清
掃
さ
れ
る
方
、処
理

さ
れ
る
方
へ
の
配
慮
も
必

要
。村
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
状
況
と
設
置

の
考
え
を
問
う
。

 　
鮫
川
村
職
員
提
案
制
度

に
よ
り
職
員
か
ら
設
置
の

提
案
が
出
さ
れ
た
。当
面

は
役
場
庁
舎
、公
民
館
、

手
・ま
め・
館
に
設
置
し
順

次
拡
大
を
図
る
方
向
で
あ

る
。表
示
は
、い
ず
れ
の
個

室
に
も
し
て
お
ら
ず
、今
後

表
示
す
る
。各
行
政
区
の

施
設
は
、ご
み
は
持
ち
帰
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、

男
女
ト
イ
レ
と
も
設
置
し

て
い
な
い
。設
置
後
に
お
け

る
清
掃
や
管
理
の
問
題
も

あ
り
、不
特
定
多
数
が
利

用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

設
置
に
つ
い
て
の
理
解
を

求
め
て
い
く
。

　

指
定
管
理
の
施
設
は
、

管
理
主
体
に
設
置
の
要
請

を
し
、設
置
を
進
め
る
。学

校
の
児
童
用
、教
職
員
用

ト
イ
レ
、女
子
用
ト
イ
レ
に

は
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、男

性
ト
イ
レ
に
は
、設
置
さ
れ

て
い
な
い
。病
気
を
持
っ
て

い
る
子
供
や
教
職
員
に
配

慮
し
、相
談
を
し
な
が
ら

設
置
の
方
向
を
考
え
る
。

　
多
く
の
情
報
を
提
供
し

て
い
る
道
路
施
設
の
道
路

標
識・標
示
物
、道
路
標
示

は
、自
然
劣
化
や
直
接
磨

耗
な
ど
視
認
性
や
視
線
誘

導
等
の
機
能
が
低
下
し
、

交
通
事
故
を
招
く
危
険
性

が
懸
念
さ
れ
る
も
の
。公

共
物
の
老
朽
化
が
甚
大
な

事
故
を
招
く
危
険
性
が
高

く
、早
急
な
点
検
、補
修
が

求
め
ら
れ
る
。管
理
す
る

道
路
施
設
の
標
識
・
標
示

の
維
持
管
理
と
定
期
点
検

の
実
施
状
況
。国
県
道
の

管
理
者
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
相
互
に
情
報
共
有

し
、道
路
標
識・標
示
が
適

正
な
維
持
に
努
め
る
べ

き
。こ
れ
ら
の
情
報
共
有

状
況
と
道
路
の
除
草
後
の

処
理
と
側
溝
の
清
掃
状
況

を
問
う
。

　
管
理
す
る
道
路
の
老
朽

化
が
進
む
中
で
、様
々
な
ご

指
摘
、ご
要
望
が
あ
り
、限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
快
適

な
生
活
環
境
の
維
持
の
た

め
、安
全
な
道
路
の
維
持

管
理
と
計
画
的
な
整
備
、

更
新
に
努
め
て
い
る
。維
持

管
理
も
、村
や
県
の
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
、警
察
署
の
警

ら
に
よ
り
定
期
的
に
確
認

さ
れ
、緊
急
性
や
修
繕
を

要
す
る
案
件
を
踏
ま
え
た

情
報
提
供
と
そ
の
応
答
に

よ
り
協
議
を
図
っ
て
い
る
。

除
草
し
た
草
木
や
側
溝
の

清
掃
は
、安
全
な
道
路
の

維
持
管
理
や
生
活
環
境
に

支
障
の
な
い
対
策
を
検
討

す
る
。

　
行
政
需
要
や
行
政
施
策

も
し
な
や
か
に
変
化
す

る
。村
民
一
人
ひ
と
り
の
、

「
新
し
い
幸
せ
」を
追
求
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
理

的
特
徴
、歴
史
文
化
の
豊

か
さ
な
ど
、強
み
を
活
か
し

な
が
ら
、こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た「
ひ
と
の
健
康
、社
会

の
健
康
、自
然
の
健
康
」を

さ
ら
に
高
め
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、危
機
に
負
け
ず
、

す
べ
て
の
ひ
と
の「
い
の
ち
」

が
等
し
く
守
ら
れ
る
、本

当
の
意
味
で
の「
健
康
」を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。本
村

が
変
化
に
対
応
し
て
の
行

政
施
策
評
価
の
あ
り
方
を

問
う
。

　

基
本
目
標
に
村
民
の
幸

福
度
向
上
を
位
置
づ
け
て

い
る
。幸
福
度
の
尺
度
は
、

お
お
む
ね
経
済
状
況
、健

康
状
況
、人
間
関
係
、生
活

環
境
な
ど
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
が
条
件
。村
づ
く
り

は
自
助
・
共
助
・
公
助
の
精

神
。目
的
は
村
民
の
幸
せ

の
実
現
。事
務
事
業
の
評

価
を
通
し
て
、職
員
の
意
識

改
革
を
含
め
、村
民
が
求

め
る
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。意

識
を
醸
成
し
、政
策
能
力

の
向
上
に
結
び
つ
け
、時
代

に
合
っ
た
行
政
施
策
の
発

展
に
真
摯
に
取
り
組
む
。
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北
條 

利
雄 
議
員

設置を順次拡大する方向である

サニタリーボックスの設置を問う

答

問

質 

問

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）

男子個室トイレへの設置が高まる
サニタリーボックス（別名＝トイレポット）

問
道
路
施
設
の
管
理

を
問
う

答
安
全
な
道
路
の
維
持

管
理
と
計
画
的
な
整

備
、更
新
に
努
め
る

問
行
政
施
策
評
価
を

問
う

答
時
代
に
合
っ
た
行

政
施
策
の
発
展
に

取
り
組
む



答

問 農業資材価格高騰対策について

肥料高騰緊急対策事業を県へ要請中

関
根 

浩
治 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
森
　
隆
之
議
員
・
遠
藤
貴
人
議
員
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農
業
資
材
価
格
高
騰
対

策
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
過
と

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
影
響
長
期
化
で
、資

材
価
格
高
騰
、農
業
経
営

回
復
支
援
を
問
う
。

　

農
業
資
材
高
騰
対
策
に

つ
い
て
、福
島
県
肥
料
高
騰

緊
急
対
策
事
業
の
助
成
で
、

稲
作・転
作
作
物
対
象
で
、

水
稲
10
ａ
当
た
り
5
0
0

円
・
転
作
作
物
1
5
0
0

円
で
、総
額
2
2
9
万
１

千
6
0
0
円
県
へ
要
望
申

請
中
。

 　

各
自
治
体
で
、物
価・肥

料
資
材
価
格
高
騰
、農
業

者
元
気
ア
ッ
プ
支
援
事
業

等
を
創
設
し
対
応
し
て
い

る
が
、当
村
の
事
業
支
援

を
問
う
。

　

国
、県
の
支
援
策
を
勘

案
し
な
が
ら
、本
村
の
水

稲
・
畜
産
・
野
菜
等
に
見

合
っ
た
支
援
を
今
後
検
討

す
る
。

 　
化
学
肥
料
価
格
高
騰
対

策
か
ら
地
域
資
源
活
用
の

肥
料
転
換
支
援
策
と
し

て
、堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
有
機

質
堆
肥
活
用
助
成
事
業
策

を
問
う
。

　
循
環
型
農
業
の
有
機
質

堆
肥
生
産
と
稼
働
に
よ
り
、

緑
の
食
材
シ
ス
テ
ム
戦
略

へ
の
支
援
を
検
討
す
る
。

 　

化
学
肥
料
低
減
に
向
け

取
り
組
む
農
業
者
の
肥
料

費
支
援
事
業
は
、令
和
4

年
6
月
か
ら
令
和
5
年
5

月
ま
で
に
購
入
し
た
肥
料

が
対
象
で
、7
割
の
支
援

金
交
付
、村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
申
請
手
続
の
掲
示
を

問
う
。

　

化
学
肥
料
2
割
削
減
し

た
農
家
対
象
で
、制
度
活

用
の
情
報
収
集
と
農
家
へ

の
、周
知
を
し
た
い
。

　

畜
産
事
業
へ
の
様
々
な

提
言
を
議
会
で
実
施
し
て

き
た
が
、そ
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

　
優
良
肉
用
繁
殖
雌
牛
導

入
事
業
の
貸
付
限
度
額
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
、畜
産

ヘ
ル
パ
ー
制
度
、担
い
手
対

策
等
の
畜
産
振
興
に
つ
い

て
、関
係
機
関・畜
産
農
家

と
協
議
し
総
合
的
に
調
査

検
討
す
る
。

 　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

に
つ
い
て
の
進
捗
に
つ
い
て

問
う
。

　
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、和

牛
繁
殖
、養
豚
、養
鶏
、酪

農
、和
牛
肥
育
等
の
幅
広

い
畜
産
振
興
を
図
る
、国・

県
の
補
助
事
業
で
持
続
的

な
経
営
を
行
う
。今
後
勉

強
会
や
懇
談
会
を
開
催

し
、有
利
な
ク
ラ
ス
タ
ー
計

画
の
立
案
を
図
り
農
業
の

振
興
を
進
め
る
。

 　
優
良
肉
用
繁
殖
雌
牛
導

入
事
業
の
1
0
0
万
円
の

事
業
費
拡
大
の
進
捗
に
つ

い
て
問
う
。

　

繁
殖
農
家
担
い
手
か
ら

も
、増
額
要
望
が
あ
り
条

例
の
改
定
を
進
め
要
望
に

務
め
る
。

 　
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、あ

る
も
の
で
村
お
こ
し
を
図

り
、視
察
者
や
交
流
人
口

拡
大
で
の
地
域
経
済
活
性

化
を
問
う
。

　
起
業
に
は
、計
画・立
案・

実
施
を
誰
が
や
る
か
で
、こ

の
制
度
を
上
手
く
活
用
し

て
行
け
る
よ
う
関
係
者
、組

織
行
政
、団
体
等
と
連
携

し
事
業
を
進
め
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

 　

国
の
助
成
制
度
を
活
用

し
、あ
る
資
源
を
起
爆
剤

と
し
て
村
お
こ
し
を
計
画・

立
案
す
る
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
問
う
。

　

産
業
の
振
興
は
村
の
命

で
あ
り
、一
次
産
業
と
さ
れ

る
農
業
は
村
の
基
幹
産
業

で
、こ
れ
か
ら
も
農
業
振
興

に
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

質 

問

質 

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

肥料資材の価格高騰

問
畜
産
事
業
へ
の
提
言
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

答
優
良
牛
導
入
資
金
1
0
0

万
円
へ
増
額
、畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
計
画
検
討
開
始
す
る



若者の力を借りて
　　　新たな仕掛けづくりをしたい

「うまいもの祭り」に一区切りつけて、
新たな仕掛けづくりをしてはどうか？

答

問

　
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
が
終

息
し
な
い
状
況
下
に
お
い

て
、村
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
規
模
縮
小
や
中
止
に

な
っ
て
い
る
。そ
の
中
で
も

３
年
連
続
で「
鮫
川
う
ま
い

も
の
祭
り
」が
今
年
も
中
止

と
な
っ
た
。こ
う
い
っ
た
状

況
を
踏
ま
え
、う
ま
い
も
の

祭
り
を
今
後
、従
来
ど
お

り
の
規
模
や
内
容
で
開
催

す
る
べ
き
か
。時
代
に
即
し

た
形
で
内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
べ
き
か
。こ
の
機
会

を
機
に
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
る
べ
き
か
。村
の
考

え
を
伺
う
。

 　

高
原
の
鮫
川
う
ま
い
も

の
祭
り
は
、昭
和
63
年
か
ら

商
工
会
、Ｊ
Ａ
、村
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

本
村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
、令
和
元
年
度
の

第
32
回
目
の
開
催
を
最
後

に
令
和
２
年
度
か
ら
３
年

連
続
で
中
止
の
決
定
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。い
ま
だ
終

息
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、イ
ベ
ン
ト
開
催

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
見

直
す
機
会
で
あ
る
と
捉
え
、

開
催
の
目
的
、必
要
性
、費

用
対
効
果
な
ど
、今
こ
そ
原

点
に
立
ち
返
っ
て
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

  　
村
長
の
意
向
と
し
て
、う

ま
い
も
の
祭
り
は
一
区
切

り
つ
け
て
、次
世
代
の
若
い

人
や
そ
の
他
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、新
た
な
仕
掛

け
づ
く
り
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
か
。

 　
新
た
に
ス
ク
ラ
ッ
プ・ア

ン
ド・
ビ
ル
ド
、一
回
ゼ
ロ

に
し
た
段
階
で
皆
さ
ん
の

立
案
を
聞
き
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

昨
年
の
ふ
く
し
ま
駅
伝

は
、残
念
な
が
ら
急
遽
、

参
加
を
取
り
止
め
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。今
年
は
参

加
の
予
定
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、そ
も
そ
も
こ
の

ふ
く
し
ま
駅
伝
に
参
加
す

る
意
義
が
あ
る
の
か
。村

と
し
て
、参
加
す
る
目
的
や

方
針
と
は
何
な
の
か
教
育

長
に
伺
う
。

 　

ふ
く
し
ま
駅
伝
は
、県

内
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、市

町
村
の
ふ
る
さ
と
お
こ
し

を
目
的
に
、平
成
元
年
に
始

ま
っ
た
事
業
で
、今
年
で
34

回
を
数
え
る
大
会
。村
の

体
育
協
会
、現
在
の
村
ス

ポ
ー
ツ
協
会
に
な
る
が
、そ

こ
で
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、鮫
川
チ
ー
ム
の
編
成
か

ら
選
手
の
強
化
を
目
的
と

し
て
大
会
に
参
加
し
て
い

る
。小
さ
な
村
で
も
大
き
な

夢
と
故
郷
へ
の
思
い
を
た

す
き
で
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ

て
、世
代
間
の
交
流
も
生
ま

れ
、青
少
年
の
健
全
な
育

成
、駅
伝
競
技
参
加
機
会

の
提
供
、村
民
の
郷
土
愛
の

醸
成
な
ど
に
大
き
な
役
目

を
果
た
す
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　　　

参
加
目
的
が
こ
れ
と

い
っ
て
明
確
な
も
の
が
見

え
て
こ
な
い
と
い
う
の
が

残
念
。費
用
の
面
で
は
、

ふ
く
し
ま
駅
伝
の
実
行
委

員
会
の
今
年
度
予
算
は

1
7
1
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
。昨
年
は
出
場
し
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

1
1
7
万
円
支
出
さ
れ
て

い
る
。他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
比

べ
る
と
、野
球
は
予
算
14
万

円
。ソ
フ
ト
は
予
算
13
万

コロナ禍のため３年連続中止となったうまいもの祭り
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質 

問

質 

問

円
。こ
の
予
算
だ
け
を
見
る

と
、ふ
く
し
ま
駅
伝
に
こ
こ

ま
で
経
費
を
か
け
て
や
る

意
味
が
あ
る
の
か
。

 　

出
場
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
ふ
る

さ
と
お
こ
し
、そ
し
て
中
距

離
選
手
の
育
成
と
強
化
と

い
う
大
き
な
目
的
が
あ
る
。

実
際
、陸
上
競
技
は
、ユ
ニ

ホ
ー
ム
は
毎
年
同
じ
も
の

を
使
っ
て
い
る
が
、ウ
イ
ン

ド
ブ
レ
ー
カ
ー
等
、一
人
一

人
に
贈
与
し
て
い
る
た
め
、

必
要
な
経
費
は
や
は
り
高

い
の
も
事
実
。た
だ
、こ
れ

も
村
民
の
税
金
で
賄
っ
て
い

る
の
で
、今
後
、費
用
負
担

が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
方

向
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い

く
必
要
も
あ
る
。

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

村の代表で走る「ふくしま駅伝」

問
ふ
く
し
ま
駅
伝
に

参
加
す
る
意
義
や

目
的
は
何
か

答
青
少
年
の
健
全
な

育
成・郷
土
愛
の
醸

成
な
ど



遠
藤 

貴
人 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
前
田
武
久
議
員
・
ど
う
な
っ
た
っ
ぺ
？
あ
の
一
般
質
問

　

全
国
的
な
少
子
化
に
よ

る
学
校
の
統
廃
合
が
進

み
、問
題
を
解
決
す
る
た

め
、各
自
治
体
が
小・中
学

校
の
教
育
を
一
貫
さ
せ
よ

う
と
取
り
組
ん
だ
も
の
が
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、2
0
1
6

年
度
に
文
部
科
学
省
が
正

式
な
制
度
と
し
て
掲
げ
た

小
中
一
貫
教
育
だ
が
、こ

れ
に
向
け
て
以
下
の
点
を

問
う
。

①
学
校
施
設
を
建
て
替
え

る
た
め
の
基
金
積
立
て
が

行
わ
れ
て
い
る
か
。

②
令
和
３
年
度
は
計
４
回

の
学
校
教
育
検
討
委
員
会

が
行
わ
れ
た
が
、令
和
４
年

度
の
計
画
は
。

③
鮫
川
村
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
、鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
建
築
物

は
耐
用
年
数
が
60
年
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
、小
学
校
、中
学
校
、

そ
れ
ぞ
れ
の
築
年
数
は
。

④
新
校
舎
建
築
の
候
補
地

は
選
定
さ
れ
て
い
る
か
。

①
現
時
点
で
、建
て
替
え
を

目
的
と
し
た
積
立
て
は
し

て
い
な
い
。し
か
し
、改
修

や
修
繕
等
に
活
用
す
る
た

め
の
教
育
施
設
整
備
基
金

は
積
み
立
て
て
い
る
。

②
今
年
度
は
５
回
の
委
員

会
を
開
催
す
る
予
定
。小

中
一
貫
校
に
つ
い
て
、さ
ら

に
議
論
を
深
め
る
と
と
も

に
、イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化

し
、最
終
的
に
は
提
言
と
し

て
取
り
ま
と
め
た
い
。

③
西
野
小
学
校
と
し
て
建

築
さ
れ
た
の
は
平
成
７
年
。

今
年
で
築
27
年
と
な
る
が
、

平
成
17
年
に
大
規
模
改
修

を
行
っ
て
、こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
を
開
園
し
た
。

　

鮫
川
小
学
校
は
昭
和
56

年
に
建
築
さ
れ
、築
41
年
。

鮫
川
中
学
校
は
昭
和
46

年
に
建
築
さ
れ
、築
51
年
と

な
り
、あ
と
９
年
で
60
年
を

迎
え
る
。

④
校
舎
を
建
築
す
る
候
補

地
に
つ
い
て
、現
時
点
で
決

ま
っ
て
い
な
い
。し
か
し
、

学
校
教
育
検
討
委
員
会
で

は
、村
の
中
心
部
、修
明
鮫

川
校
跡
地
な
ど
の
意
見
が

出
て
い
る
。

　

現
在
の
教
育
施
設
整
備

基
金
残
高
は
い
く
ら
か
。

　

令
和
３
年
度
末
現
在
、

５
億
7
0
0
0
万
円
。

　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、プ
ー
ル
、公
民

館
、ひ
だ
ま
り
荘
、歴
史
民

俗
資
料
館
な
ど
全
て
の
施

設
が
老
朽
化
し
て
い
る
。

　

義
務
教
育
学
校
、こ
ど

も
園
を
中
心
と
し
な
が

ら
、文
化
セ
ン
タ
ー
、体
育

施
設
、公
民
館
、図
書
館
、

高
齢
者
施
設
な
ど
を
併
せ

た
複
合
施
設
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。

　
人
口
が
少
な
い
中
で
も
、

多
く
の
人
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
施
設
が
必
要

と
い
う
意
見
は
、学
校
教

育
検
討
委
員
会
で
も
出
て

い
る
。

　
本
村
に
は
学
校
を
含
め

て
、た
く
さ
ん
の
公
共
施
設

が
あ
る
。今
後
、公
共
施
設

整
備
計
画
を
立
案
し
な
が

ら
、村
民
に
意
見
を
求
め

た
い
。

　

教
育
制
度
は
重
要
な
案

件
で
あ
る
が
た
め
、知
ら
な

い
ま
ま
に
議
論
で
き
な
い

現
状
が
あ
る
の
で
は
。大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
先

進
校
が
県
内
外
に
存
在
す

る
。理
解
が
深
ま
れ
ば
、

議
論
も
深
ま
る
の
で
は
な

い
か
。

　
県
内
で
も
既
に
、義
務
教

育
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。今
年
度
、検
討
委
員
会

で
の
先
進
校
視
察
を
実
施

し
た
い
。

質 

問

公共施設整備計画を
   立案しながら意見を求めたい答

問 学校教育を中心とした
 複合施設の必要性を感じている
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再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

県内初の義務教育学校「郡山市立西田学園」



　

公
共
施
設
の
貸
与
に
つ

い
て
　

約
一
億
円
を
投
じ
、民

間
の
旅
館
を
買
収
、公
設

民
営
と
し
て
開
設
し
た
屋

号「
結
び
」。貸
与
契
約
５

年
間
の
経
営
実
績
を
注
目

し
て
い
る
。貸
与
開
始
か
ら

２
年
弱
と
な
る
が
、村
が
村

民
の
期
待
に
沿
う
べ
く
運

営
を
引
き
継
ぐ
協
議
を
開

始
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、施
設
管
理
責

任
者
と
し
て
の
今
後
の
運

営
方
針
を
伺
う
。

 　
温
泉
旅
館
は
、令
和
３
年

３
月
１７
日
付
け
で
、令
和
８

年
３
月
３１
日
ま
で
、公
有
財

産
無
償
貸
付
契
約
を
締

結
。土
地
、建
物
、物
品「
９３

品
目
」を
無
償
貸
与
。事
業

者
は
貸
付
物
件
の
維
持
保

全
義
務
を
明
記
し
て
い
る
。

　

村
は
経
営
者
と
懇
談
す

る
機
会
を
設
け
、経
営
状
況

を
聞
き
、地
場
産
品
の
活
用

や
、村
主
催
の
事
業
へ
の
協

力
を
求
め
て
い
く
。

　　
経
営
内
容
等
を
今
後
協

議
し
て
い
く
と
の
答
弁
で

あ
る
が
、全
然
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
か
。

 

　

経
営
内
容
、決
算
関
係
、

私
は
ま
だ
正
直
目
を
通
し

て
な
い
。オ
ー
プ
ン
当
時
、

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
経
営
が

大
変
と
は
聞
い
て
い
る
。

 　

私
が
危
惧
す
る
の
は
、

令
和
８
年
契
約
更
新
の

際
、も
し
、経
営
者
が
村
に

返
還
と
な
っ
た
場
合
の
備

え
、現
状
を
把
握
し
自
前

の
運
営
方
針
を
検
討
示
す

べ
き
。

 　

期
限
は
５
年
で
決
算
書

は
年
度
ご
と
作
成
で
あ

り
、内
容
を
拝
見
し
、無
償

貸
与
の
責
任
も
あ
る
の
で
、

行
政
と
し
て
で
き
る
指
導
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
き

た
い
。

 　

無
償
貸
与
の
中
で
建

物
、土
地
の
ほ
か
に
９３
付
属

物
品
目
が
あ
り
、そ
の
ほ
と

ん
ど
が
耐
用
年
数
５
年
の

物
、も
し
、村
が
経
営
と
な

れ
ば
買
い
替
え
、建
物
の
老

朽
化
、改
築
費
用
の
予
算

化
等
の
計
画
を
立
て
る
の

が
執
行
者
の
責
任
、備
え

が
必
要
と
の
こ
と
で
質
問

し
て
い
る
。そ
れ
と
わ
が
村

で
無
償
公
共
施
設
貸
与
数

が
ほ
か
に
も
あ
る
が
。施
設

名
を
挙
げ
て
ほ
し
い
。

 　
ほ
っ
と
は
う
す
、さ
め
が

わ
歯
科
医
院
、「
結
び
」の
３

箇
所
。

 　
ほ
か
に
、す
ま
い
る
、手

ま
め
館
、た
い
肥
セ
ン
タ
ー

そ
し
て
、村
長
が
会
長
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
い
る
施
設
も
含
ま

れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

 　

す
ま
い
る
、ひ
だ
ま
り

荘
、さ
ぎ
り
荘
、た
い
肥
セ

ン
タ
ー
も
貸
与
し
て
い
る
。

 　
７
件
以
上
の
物
件
が
無

償
貸
与
、そ
の
う
え
助
成

金
ま
で
支
援
、本
村
の
自

主
財
源
が
乏
し
く
厳
し
い

財
政
運
営
の
中
で
、今
後
こ

れ
ら
の
無
償
貸
与
を
検
証

す
べ
き
。見
直
し
の
時
期
に

き
て
お
り
、協
議
す
べ
き
と

思
う
が
。

 

　

今
後
も
見
直
す
か
施
設

の
廃
止
、法
人
化
と
し
て
切

り
離
す
か
検
討
す
る
余
地

が
あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

 　
村
長
の
持
論
で
、村
民
の

幸
福
度
を
検
証
す
る
と
の

こ
と
。貸
与
施
設
の
中
で
、

農
産
物
の
生
産
者
、買
い

物
弱
者
支
援
、住
民
生
活

に
必
要
な
医
療
施
設
等
、

村
民
が
理
解
で
き
る
各
施

設
の
具
体
的
な
運
営
方
針

を
示
す
べ
き
と
思
う
が
。

 　　

結
び
以
外
の
各
施
設
、

当
然
決
算
内
容
も
見
て
い

る
。今
後
継
続
を
図
る
べ
く

皆
さ
ん
と
協
議
し
支
援
し

た
い
。

 　

再
度
確
認
し
た
い
。無

償
貸
与
施
設
に
対
し
、今

後
の
見
直
し
協
議
さ
れ
て

い
く
の
か
。

 　

今
後
協
議
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

質 

問
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答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

今後協議を重ねていく

公共施設、無償貸与の見直しを

答

問 前
田 

武
久 
議
員

貸与施設
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※定例議会での「一般質問」は「村民の皆様の声」や議員の「政策提言」を村政に反映できるひとつの手段です。
   質問した「政策提言がどのように検討されているか」を根強く検証していく事としています。

質問 ・ 提言

　畜産振興策とし
て、県、関係団体、
生産農家と協議の
上、計画を策定し、
集落営農、担い手
育成等に有利な事
業を導入するため、
早急に取り組む。

答　　弁 経過及び結果
　畜産クラスター事業の取り組みの質問は
後の（令和２年９月定例会）で再度進捗状況を質し
ているが、現状、計画案が示されていない。　現状、畜産経営

環境を取り巻く状
況は厳しいものが
あり、今後も危惧さ
れる。永続的な経
営維持の為の、畜
産クラスター事業
の取り組みと今後
の実施計画を伺う。

令和２年３月定例会

質問 ・ 提言

　設立に向けて検
討を幾度となく重
ねてきた。仕様施
策の具現化に向け
た法人設立を目指
している。総合的
な改善策を計画的
に実施し、法人化の
時期を判断する。

答　　弁 経過及び結果
現状、振興公社の設立にむけて素案を検討中。

　振興公社準備室
が配置され、準備
が開始されて何年
も経過する。今ま
での経過と説明責
任、今後の計画の
方向性、事業実施
の是非の説明責任
を伺う。
令和２年３月定例会

あの一般質問
どうなったっぺ？

過去の一般質問が行政に反映されて
いるか、その経過を検証します。第16弾

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い 

シ
リ
ー
ズ
44
で
す

＊畜産クラスター事業　畜産農家をはじめ、地域の関係団体が連携、結集し、地域ぐるみで高収益型の畜産を実現するための体制づくり。
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シリーズ44ふるさと鮫川への想い

ふ
る
さ
と
と
私 

　

綺
麗
な
水
と
山
に
囲
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
鮫
川
村
富
田

地
区
で
育
ち
ま
し
た
。小
さ
な

体
で
子
供
用
の
自
転
車
で
学

校
ま
で
一
日
も
休
ま
ず
通
い
、

小
学
校
、中
学
校
共
に
皆
勤
賞

で
し
た
。そ
れ
が
自
慢
で
す
。

ど
こ
に
行
く
の
も
歩
い
て
ま
し

た
。お
つ
か
い
で
親
戚
の
家
ま

で
ふ
ろ
し
き
包
み
を
持
っ
て

い
っ
た
と
き
、お
礼
に
10
円
も

ら
っ
て
帰
れ
る
の
が
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

野
山
に
は
、山
菜
、あ
け
び
、

山
葡
萄
な
ど
食
べ
る
物
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。都
会
に
出

て
山
菜
が
良
い
値
段
で
売
ら

れ
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。今
は
鮫
川
の
妹
か
ら
四
季

折
々
、山
菜
や
地
元
の
野
菜
を

送
っ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。う

れ
し
い
鮫
川
郵
便
局
か
ら
の

宅
急
便
で
す
。

　

食
い
は
ぐ
れ
が
な
い
か
ら

と
言
う
親
の
一
言
が
き
っ
か
け

で
理
容
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

大
き
な
チ
ェ
ー
ン
店
の
会
社
で

埼
玉
県
の
熊
谷
店
に
配
属
さ

れ
６
年
間
修
業
、そ
の
後
東

京
、縁
あ
っ
て
京
都
に
住
ん
で

50
年
余
り
に
な
り
ま
す
。店
を

構
え
て
48
年
、そ
の
間
離
婚
も

あ
り
ま
し
た
が
２
人
の
子
供

を
育
て
な
が
ら
店
は
続
け
て

き
ま
し
た
。今
は
二
男
と
一
緒

に
店
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。近

年
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で

鮫
川
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
、お
友
達
も
出
来
て
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。渡
瀬
地
区
に
で

き
た
赤
い
ベ
ン
チ
、今
度
帰
省

元サッカー日本代表監督ジーコ氏と歓談

宮原  和子 さん （旧姓 大平）
京都府京都市在住（富田字反田出身）

【生年月日】　昭和25年3月2日
【1974年】　鮫川中学校卒業
【趣　　味】　旅行、ゴルフ、ウォ－キング
【家　　族】　長男、二男 
 

◆ プロフィール◆ プロフィール

し
た
折
に
は
是
非
座
っ
て
み
た
い

で
す
。

　

こ
の
度
、こ
の
よ
う
な
形
で
鮫

川
村
に
か
か
わ
れ
た
事
、嬉
し
く

思
い
ま
す
。ふ
る
さ
と
鮫
川
へ
の
想

い
、生
き
て
る
か
ぎ
り
延
々
と…

今
後
は
毎
日
、京
都
の
賀
茂
川
を

１
時
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、好
き
な

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が
ら
バ
ス
で

ゆ
っ
く
り
京
都
観
光
を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新
様
式
が
模
索

さ
れ
る
中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
で
、
両
国
の

衝
突
が
長
期
に
渡
り
、
円
安
も
加

わ
っ
て
の
原
油
・
資
材
・
穀
物
価

格
等
の
高
騰
は
、
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
北
朝
鮮

の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
も
不

安
を
増
幅
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
村
の
少
子
高
齢
化
も
予
想

を
上
回
る
速
さ
で
す
。
各
種
計
画

の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
将
来
人
口

予
測
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
こ
れ

ら
を
指
標
と
す
る
事
業
計
画
の
見

直
し
も
必
須
で
す
。
課
題
山
積
み

の
状
況
下
、
議
会
も
議
決
機
関
と

し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　 （
広
報
編
集
委
員
）


